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生命のことわり（26）－ パーキンソン病 － 
施設長 小 林 正 之 

パーキンソン病（Parkinson’s disease）は 1817 年に英国の Parkinson によって初めて記載された疾患で，

振戦・筋固縮・無動を３主徴とし，中年以降に多発する神経系の変性疾患です。日本人の有病率は 10 万人

当たり 150 人程，絶対数は約 15 万人と推定されています。また，発病率に男女差は認められていません。 
原因は脳幹部の神経細胞内にレビー小体が蓄積し，黒質でのドーパミン（神経伝達物質の一つ）の合成が

低下。その結果，線条体に対するドーパミンの作用が減弱し，相対的にアセチルコリン（他の神経伝達物質）

の作用が優位となって，円滑な運動が出来なくなるためとされています。なお遺伝性疾患ではありません。 
症状は一側の手の振るえ（振戦）か歩行がのろくなることから始まります。振戦は安静時に起こる丸薬丸

め運動が特徴的で，精神的緊張により強くなります。筋固縮（筋硬直）は力を抜いた状態で関節を他動的に

動かした際に抵抗がみられる現象（鉛管現象）が特徴的で，歯車様固縮とも表現されます。無動（寡動）は

動作の開始が難しく，動作が全体的に緩慢となることで，仮面様顔貌・前屈姿勢・小刻み歩行・すくみ足な

どがみられます。また，姿勢のバランスが悪いことによる加速歩行・突進歩行を姿勢反射障害と云います。

その他，自律神経症状として便秘，起立性低血圧，発汗低下，垂涎（ﾖﾀﾞﾚ），排尿障害などが見られます。 
病気の重症度判定にはヤール(Hoehn-Yahr) の重症度分類と生活機能障害度が用いられていますが，難病

認定による医療費助成の条件はヤール分類で３度以上，または生活機能障害２度以上と規定されています。

なお，他疾患に併発して認められるパーキンソン症状はパーキンソン症候群として別扱いとなっています。 
治療には，ドーパミン前駆物質（レボドパ），ドーパミン受容体刺激薬（アゴニスト），ドーパミン放出促

進薬（アマンタジン），ドーパミン分解抑制薬（MAO-B 阻害薬），抗コリン薬などが単剤あるいは併用で投

与されますが，服薬時間に関係なく急激な症状の軽快と増悪が繰り返される現象（オン・オフ(on-off) 現象）

や，レボドパの薬効時間が短縮し次の服薬前に症状が増悪する現象（すり減り(wearing off ) 現象）など，

治療あるいは病気の経過に伴う様々な問題もありますので，専門医に診てもらうことをお勧めします。 
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立ち上がり動作の主なポイントとして、①頸部前屈（体幹の屈曲が行いやすくなる）、②体幹が前傾

して足部に重心が移動する、③両股関節が外旋して（開いて）いない（足部へ力が伝わることに関係

している）、④最後に立ち上がる筋力がある、の４点が挙げられます。①や②の動きが不足していま

したら立つ際にお辞儀をするよう声かけしたり、③が目立つようでしたら両膝を開かないように押さ

えたりするといいと思われます。また④の足の筋力が低下している場合は、下のグラフから見てとれ

るように座る位置を少し高めにすること（高めの椅子への交換やクッションを敷くなど）や、足を手前

に引きやすい椅子にすることで、その分をカバーできることもあるようです。 
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柏市は下総台地西端に位置し、台地と低地の織り成す複雑な地形が見られる。よって当施設周辺も

坂が多い。そこで周辺地域の急坂を、送迎を担当している運転士さんに挙げていただいた。 

   

   

根戸 403 番地付近 花野井121 番地、野田やきそば付近 宿連寺 238 番地付近 
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  （資料）財団法人 東京都高齢者研究・福祉振興財団編，｢高齢者・障害者の生活をささえる福祉機器Ⅱ｣，2003 より引用 

編集後記 もっと急勾配の坂がありましたら教えて下さい。                   広報委員会 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88+%E7%AB%8B%E3%81%A1%E4%B8%8A%E3%81%8C%E3%82%8B&sa=X&hl=ja&rlz=1T4GGHP_jaJP424JP425&biw=1366&bih=525&tbm=isch&tbnid=0yKKnOGLYrrbjM:&imgrefurl=http://d.hatena.ne.jp/tsuiteru2772/20111110/1320925404&docid=wPYnVDnXFr7JyM&imgurl=http://cdn-ak.f.st-hatena.com/images/fotolife/t/tsuiteru2772/20111110/20111110203144.jpg&w=295&h=306&ei=TnOQUZicJounkAWD0IFY&zoom=1&iact=rc&dur=143&page=2&tbnh=124&tbnw=119&start=25&ndsp=38&ved=1t:429,r:28,s:0,i:171&tx=64&ty=68�

